
【特集】『食べる・泊まる・体験する』をつなぐ
　　　　　　　～金見集落の新たな取組み～ 町制施行
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②

ソ
テ
ツ
ト
ン
ネ
ル
や
金
見
崎
展
望
台

か
ら
の
絶
景
、
大
潮
時
の
オ
カ
ヤ
ド
カ

リ
の
産
卵
風
景
な
ど
、
島
内
で
も
屈
指

の
自
然
環
境
を
有
す
る
『
金
見
集
落
』。

毎
週
水
曜
に
高
齢
者
が
集
い
様
々
な
行

事
を
行
う
『
金
見
水
曜
ク
ラ
ブ
』
が
、

「
第
４
回
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア

ワ
ー
ド
」
の
介
護
予
防
部
門
で
厚
生
労

働
大
臣
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
集

落
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
盛
ん
な
集
落

で
す
。

一
方
、
集
落
人
口
は
約
80
名
、
高
齢

化
率
が
50
％
を
超
え
、
ど
の
よ
う
に
集

落
を
活
性
化
さ
せ
、
移
住
定
住
に
つ
な

げ
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

金
見
集
落
が
抱
え
る
課
題

国
の
『
泊
食
分
離
』
事
業
が
採
択

平
成
30
年
３
月
、金
見
Ｇ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
（
グ

リ
ー
ン
・
ブ
ル
ー
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
）

協
議
会
が
主
体
と
な
り
、
国
の
農
山
漁

村
振
興
交
付
金
（
農
山
漁
村
滞
在
型
旅

行
泊
食
分
離
実
証
事
業
）
が
採
択
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
農
家
民
宿
等
の

宿
泊
施
設
と
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
飲

食
施
設
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
て
連

『
食
べ
る
・
泊
ま
る
・
体
験
す
る
』
を
つ
な
ぐ

～
金
見
集
落
の
新
た
な
取
組
み
～

徳
之
島
町
北
部
に
位
置
し
、
集
落
全
体
が
国
立
公
園
に
入
る
金
見
集
落
。

島
内
で
も
優
れ
た
自
然
環
境
を
有
す
る
こ
の
場
所
で
、

地
域
活
性
化
の
た
め
の
新
し
い
取
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
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⑫

携
し
、
宿
泊
と
食
事
を
別
に
す
る
「
泊

食
分
離
」
を
推
進
、「
農
泊
」
を
実
施

で
き
る
集
落
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る

も
の
で
す
。

平
成
30
年
５
月
に
は
、
事
業
の
運
営

を
担
う
一
般
社
団
法
人
『
金
見
あ
ま

ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
』
が
設
立
。『
食
』『
泊
』

『
体
験
』
を
効
果
的
に
つ
な
ぐ
、
交
流

人
口
・
定
住
人
口
増
加
に
向
け
た
取
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
食
』
で
は
、
地
元
の
旬
の
食
材
や
イ

ノ
シ
シ
肉
の
ジ
ビ
エ
料
理
を
提
供
す
る

『
ジ
ビ
エ
カ
フ
ェ
・
と
う
ぐ
ら
』
の
オ
ー

プ
ン
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
、

『
泊
』
で
は
、
地
元
の
『
民
宿 

金
見
荘
』

と
連
携
。『
体
験
』
で
は
、
農
業
体
験
、

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
希

少
動
植
物
の
観
察
会
な
ど
、
魅
力
的
な

体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
フ
ェ
、
民
宿
、
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
つ
な
ぐ
た
め
、
予
約
等
の
情

報
を
一
元
管
理
し
て
利
用
で
き
る
「
食
・

泊
・
体
験 

連
携
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
金
見
あ
ま
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
』
に
は
、

【
あ
ま
ん
（
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
）】
を
は
じ

め
と
し
た
自
然
を
大
切
に
し
た
い
、【
あ

ま
（
お
母
さ
ん
）】
た
ち
女
性
に
活
躍

し
て
も
ら
い
た
い
、【
あ
ま
く
ま
（
あ
っ

ち
こ
っ
ち
）】
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
に

来
て
も
ら
い
、
交
流
人
口
を
増
や
し

た
い
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
実
践
し
て
移
住
定
住
に
結

び
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
地
域
活
性
化
の
た
め
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
金
見
集
落
。
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

取
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
は

『
食
』『
泊
』『
体
験
』
を
つ
な
ぐ

『
金
見
あ
ま
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
』

に
込
め
ら
れ
た
想
い

一般社団法人 金見あまちゃんクラブ
代表理事。徳之島地区自然保護協議会
や徳之島エコツアーガイド連絡協議会
のメンバーも務める。

元
田  

浩
三 

さ
ん

金見崎展望台近くに新設予定の
「ジビエカフェ・とうぐら」の模型

【事業体制図】 金見ＧＢＥＴ協議会

事務局：徳之島町役場
花徳支所（経理担当者）

『プロモーション』
（一社）あまみライフサポート
（一社）徳之島観光連盟

『 体 験 』
★農業体験（金見老人クラブ等）
★自然体験（エコツアーガイド）

etc．．．

『泊』
民宿「金見荘」

『食』
ジビエカフェ
「とうぐら」

（兼観光案内所）

《食材提供》金見振興委員会

（一社）
金見あまちゃんクラブ

食・泊・体験
 連携システム



– 4 –広報とくのしま 2019 年 1 月号

謹賀新年

– 4 –

Happy  New  Year  2019

と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
空
家
バ
ン
ク
制
度
の
加
速

化
や
井
之
川
集
落
の
空
き
家
を
活
用
し
た

民
泊
の
立
上
げ
を
進
め
、
観
光
客
の
満
足

度
向
上
や
移
住
・
定
住
希
望
者
の
受
け
皿

拡
大
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
延

長
・
拡
充
に
向
け
ま
し
て
は
、
奄
美
群

島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
施
策
展

開
の
た
め
法
延
長
の
要
望
を
行
っ
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
奄
美
群
島
振
興
交
付
金
予

算
を
活
用
し
た
物
資
輸
送
費
支
援
の
拡

充
、
航
空
・
航
路
運
賃
軽
減
事
業
の
拡
充
、

観
光
に
関
す
る
交
流
促
進
事
業
の
継
続
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
人
々
が
賑
わ
い
夢
を
叶
え
る

明
る
い
町
づ
く
り
に
向
け
て
力
強
く
突
き

進
む
決
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い
年
が
町

民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
夢
と
希
望
に

満
ち
た
輝
か
し
い
年
で
あ
り
ま
す
と
と
も

に
、
ご
家
族
一
同
お
健
や
か
で
つ
つ
が
な

い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　
　
　

徳
之
島
町
長
　
高
岡
秀
規

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
町
を
含
め
「
奄
美
大
島
、
徳

之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
」
が

目
指
す
世
界
自
然
遺
産
登
録
の
実
現
に
あ

た
っ
て
は
、
昨
年
５
月
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（
国
際

自
然
保
護
連
合
）
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た

「
登
録
延
期
」
の
勧
告
事
項
を
踏
ま
え
、

外
来
生
物
駆
除
や
希
少
野
生
動
植
物
保
護

対
策
等
の
既
存
事
業
の
強
化
を
図
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
遺
産
登
録
の
早
期
実
現

を
目
指
す
と
と
も
に
、
生
物
多
様
性
を
育

む
自
然
の
価
値
や
人
文
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
可
能
な
拠
点
施
設
の

設
置
に
向
け
て
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
北
部
振
興
に
あ
た
っ
て
は
、
徳

之
島
北
部
金
見
地
区
に
お
い
て
農
山
漁
村

滞
在
型
旅
行
泊
食
分
離
実
証
事
業
を
活
用

し
た
ジ
ビ
エ
カ
フ
ェ
「
と
う
ぐ
ら
」
の
整

備
を
行
い
ま
す
。
地
域
資
源
を
活
か
し
た

島
の
食
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な

自
然
を
活
用
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
自
然
と
共
に
暮
ら
し
て

き
た
地
域
独
特
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

ま
た
、
島
の
将
来
を
担
う
児
童
生
徒
の

人
材
育
成
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
取
組
ん

で
い
ま
す
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や
環
境

教
育
の
向
上
を
図
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と

し
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
体
験
・
経
験
す
る

機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
英
語
圏
へ
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
の
派
遣
を
実
施
す
る
こ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心

新
た
に
輝
か
し
い
新
年
の
門
出
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
亀
津
町
と
東
天
城
村
が
合
併
し

徳
之
島
町
が
誕
生
し
て
か
ら
60
周
年
の
記

念
す
べ
き
年
で
し
た
。
10
月
に
開
催
し
ま

し
た
記
念
式
典
に
お
い
て
は
、
三
反
園
訓

県
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
各
界
か
ら
の
来

賓
や
島
外
の
町
出
身
者
、
多
く
の
町
民
の

皆
様
の
出
席
の
も
と
、
長
年
に
わ
た
り
町

政
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
諸
先
輩
方
の
表
彰
や
児
童
生
徒
に
よ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
航
空
自
衛
隊
南
西
航

空
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
等
が
披
露
さ
れ

盛
大
な
式
典
を
執
り
行
う
事
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
東
天
城
祭
り
等
の
関
連
行
事

が
数
多
く
行
わ
れ
、
町
民
の
皆
様
に
は
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
心
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マスタークラスで優勝した吉田広和さん準優勝を果たした亀津野球スポーツ少年団
「
第
２
回
全
国
自
治
体
サ
ー
フ
ィ
ン
選

手
権
大
会
（
同
実
行
委
員
会
・
宮
崎
県

サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
主
催
）」
が
11
月
３

日
・
４
日
の
２
日
間
、
宮
崎
県
木
崎
浜

で
開
催
さ
れ
、
徳
之
島
町
教
育
委
員
会

の
吉
田
広
和
さ
ん
（
47
歳
・
母
間
）
が
、

シ
ョ
ー
ト
ボ
ー
ド
・
マ
ス
タ
ー
ク
ラ

ス
（
45
歳
以
上
）
で
見
事
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
は
サ
ー
フ
ィ
ン

歴
27
年
の
ベ
テ
ラ
ン
サ
ー
フ
ァ
ー
。
11

月
12
日
に
は
町
長
室
へ
優
勝
報
告
に
訪

れ
、「
徳
之
島
町
で
は
毎
年
ど
ん
ど
ん

祭
り
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
を
開
催
し
て
い

る
。
地
元
で
も
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
を
盛

り
上
げ
て
い
け
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
第
35
回
鹿
児
島
県
下
学
童
親
善
交

流
軟
式
野
球
大
会
（
県
軟
式
野
球
連
盟

主
催
）」
が
11
月
17
・
18
日
、
鹿
屋
市

で
開
催
さ
れ
、
亀
津
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
準
優
勝
の
快
挙
を
果
た
し
ま
し

た
。
同
チ
ー
ム
は
今
大
会
で
順
調
に
駒

を
す
す
め
決
勝
に
進
出
。
決
勝
で
は
県

内
の
強
豪
チ
ー
ム
、
国
分
小
軟
式
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
２
対
２
と
競
り
合

い
が
続
き
ま
し
た
。
最
後
は
判
定
戦
に

も
つ
れ
、
相
手
の
強
い
打
撃
を
受
け
６

対
３
で
試
合
が
終
了
、
準
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。
県
大
会
準
優
勝
の
快
挙
に
、

同
チ
ー
ム
を
は
じ
め
島
内
野
球
チ
ー
ム

の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
治
体
サ
ー
フ
ィ
ン
全
国
大
会
で
吉
田
広
和
さ
ん
が
優
勝

亀
津
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
県
大
会
で
準
優
勝

多彩な内容で楽しませたステージイベント

「
第
６
回
食
と
農
林
漁
業
の
祭
典（
同

実
行
委
員
会
主
催
）」
が
11
月
11
日
、

亀
津
新
漁
港
で
あ
り
ま
し
た
。
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
農
林
水
産
業
各
部
門
の

優
秀
者
、
夢
あ
る
農
業
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
者
な
ど
の
表
彰
や
、
園
児
に
よ

る
エ
イ
サ
ー
、
島
唄
ラ
イ
ブ
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
20
を
超
え
る

ブ
ー
ス
が
並
ん
だ
会
場
で
は
、
町
制
60

周
年
を
振
り
返
る
農
業
機
械
や
写
真
の

展
示
、
鹿
児
島
黒
牛
の
無
料
試
食
、
地

産
地
消
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
、
ち
び
っ

子
航
海
体
験
な
ど
の
多
彩
な
催
し
が
行

わ
れ
、
来
場
者
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な

イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
ま
し
た
。

食
と
農
林
漁
業
の
祭
典
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫

支え合いながら室内スポーツで交流

「
第
35
回
徳
之
島
町
福
祉
ス
ポ
ー
ツ

大
会
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）」

が
11
月
16
日
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
あ

り
ま
し
た
。
今
年
は
徳
之
島
町
制
施
行

60
周
年
記
念
大
会
と
な
り
、
町
身
体
障

が
い
者
福
祉
協
会
、
町
母
子
寡
婦
福
祉

会
、
行
政
関
係
機
関
な
ど
、
15
を
超

え
る
団
体
か
ら
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

競
技
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
皮
切
り
に
、

パ
ン
食
い
競
争
や
ビ
ン
置
き
か
え
リ

レ
ー
、
車
い
す
リ
レ
ー
な
ど
、
計
16
種

目
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
様
子
で
交
流
を
楽
し
み

ま
し
た
。

福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
和
気
あ
い
あ
い
で
支
え
合
い
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※本コーナーに掲載しきれなかった記事は、徳之島町公式ウェブサイト「撮っておきフォト
ニュース」へ掲載しています。ぜひご覧ください。https://www.tokunoshima-town.org/

元気よくスタートをきる参加者 笑顔の絶えなかった濱田氏の講演

町
制
施
行
60
周
年
記
念
「
第
10
回
健

康
の
ま
ち
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
（
町
陸
上

競
技
連
盟
主
催
）」
が
11
月
25
日
、
山
公

民
館
を
発
着
点
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
徳
之
島
町
北
部
地
区
の
交
流

人
口
の
増
加
や
、
町
民
の
健
康
増
進
、

競
技
力
向
上
を
目
的
に
実
施
。
ジ
ョ
ギ

ン
グ
の
３
㌔
コ
ー
ス
に
54
人
、
同
10
㌔

コ
ー
ス
に
13
人
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
２

㌔
コ
ー
ス
に
23
人
と
、
合
わ
せ
て
90
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
前
回
大
会
は
雨
天

で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
晴
天
の

も
と
で
思
い
思
い
に
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
ま
し
た
。

「
元
気
を
つ
な
ぐ
地
域
づ
く
り
交
流

会
（
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
町

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）」
が
11
月
19

日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま

し
た
。
交
流
会
は
、
高
齢
者
が
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
介
護
予

防
推
進
を
目
的
に
実
施
。
地
域
サ
ロ

ン
「
東
区
き
ら
き
ら
教
室
」
の
県
知
事

表
彰
、
地
域
サ
ロ
ン
継
続
参
加
者
表
彰

や
、
反
川
・
轟
木
の
地
域
サ
ロ
ン
活
動

事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
交
流

会
の
最
後
に
は
、「
元
気
を
引
き
出
す
！

ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
」
と
題
し
、
株
式

会
社
ユ
ニ
テ
ィ
代
表
取
締
役
の
濱
田
桂

太
郎
氏
に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

健
康
の
ま
ち
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
、
晴
天
の
も
と
快
走

地
域
サ
ロ
ン
交
流
で
介
護
予
防
を
推
進

終始賑やかだったクリスマスフェスタ ４名が区間賞で大会２連覇の南区チーム

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス

タ
（
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
主

催
）」
が
11
月
24
日
、
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。
島
内
に
最
も

多
く
住
む
外
国
人
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン

共
和
国
出
身
者
と
の
交
流
を
通
じ
、
国

際
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
と
初
企

画
。
今
年
10
月
に
結
成
さ
れ
た
町
ジ
ュ

ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

も
運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

は
伝
統
衣
装
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

や
ダ
ン
ス
、
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
づ
く
り
、

ス
イ
ー
ツ
試
食
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
。
来
場
者
は
賑
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
国
際
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

11
月
18
日
、
第
６
回
徳
之
島
町
地
区

対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
花
徳
支
所
か
ら
亀
津
児
童
公
園
ま

で
の
県
道
コ
ー
ス
（
８
区
間
15
・
６
㌔
）

を
、
小
・
中
・
高
校
生
・
一
般
の
男
女

計
88
名
の
選
手
が
懸
命
に
駆
け
抜
け
ま

し
た
。
大
会
結
果
は
、
区
間
賞
４
名
を

擁
す
る
南
区
チ
ー
ム
が
優
勝
。
２
位
は

中
区
チ
ー
ム
、
３
位
は
亀
徳
チ
ー
ム
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
南
区
チ
ー
ム
の
太

良
瞭
希
さ
ん
（
徳
之
島
高
校
１
年
）
が

区
間
新
を
記
録
し
ま
し
た
。

※
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
撮
っ
て

お
き
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
」
に
、
区
間
賞

等
の
結
果
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
で
国
際
交
流

地
区
対
抗
駅
伝
、
区
間
新
も
記
録
し
南
区
が
２
連
覇
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町からのお知らせ
どなたでも安心して相談を

弁護士相談会を開催します

主に消費者問題に関する相談について、弁護士相談会を開催します。

相談は無料です。相談をご希望の方は事前の申し込みが必要となりますので、２月１日（金）ま

でに役場企画課へお申込みください。

●日時＝平成 31 年２月６日（水）　午前 11 時～午後３時（※１件につき 30 分以内）

●場所＝徳之島町生涯学習センター３階工作室

●内容＝消費者問題に関する相談（※件数に満たない場合は消費者問題以外の相談も対象とします。）

企画課　消費生活相談窓口　☎ 0997-82-1111（内線 222）問

乳がんについて正しい知識を

「女性の健康づくり講演会」を開催します

女性の健康を守るため、乳がんについての正しい知識の普及啓発と乳がん体験者による体験談を

ふまえた講演会を開催いたします。この機会に、女性の健康について一緒に考えてみませんか？

入場は無料です。参加人数把握のため、町保健センターまでお申込みをお願いいたします。

●日時＝平成 31 年２月２日（土）　午後６時 30 分～７時 30 分

●場所＝徳之島町生涯学習センター２階多目的ホール

●共催＝徳之島町、伊仙町、天城町、さがら病院

保健センター　☎ 0997-83-3121問

徳之島町が貸与します

平成 31 年度 徳之島町看護職員等修学資金について

徳之島町では、看護職員等養成施設に在学する者で、将来本町において看護職員等としてその業

務に従事しようとする者に対し、修学資金を貸与します。

●対象となる職種
保健師、助産師、看護師、理学療法士、作業療法士、社会福祉士、介護福祉士、歯科衛生士

●貸与金額及び期間＝月額４万円以内　正規の修学期間

●修学資金の返還義務
卒業後速やかに町内の保健医療福祉施設等において看護職員等として従事しない場合、貸与を

受けた期間に相当する期間内に償還（無利子）

●必要書類
①申請書　②誓約書　③看護職員等養成施設の「在学証明書」または「入学許可書」

④最終学校の卒業時における「学業成績表」　⑤親権者の「所得証明書」及び「納税証明書」

⑥連帯保証人の「所得証明書」及び「納税証明書」　　　　　　　　　　　　　　

●選考方法＝申請書の受付は３月末日まで。随時面接、書類選考のうえ５月中旬に決定

●選考人数＝若干名

介護福祉課　☎ 0997-82-1111（内線 131）問
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町からのお知らせ
≪各集落町県民税申告相談日時≫

集落名 日　時 時　間 会　場
轟　木 2 月 1 日（金） 9：30 ～ 10：30 轟木地区へき地保健福祉館

畦 2 月 1 日（金） 11：00 ～ 12：00 畦集落センター
上花徳 2 月 1 日（金） 13：30 ～ 15：00 上花徳農業研修館
手　々 2 月 4 日（月） 9：30 ～ 10：30 手々へき地保健福祉館

金　見 2 月 4 日（月） 11：00 ～ 12：00 金見農業研修館
山　里 2 月 4 日（月） 13：30 ～ 14：00 山里公民館
内千川

2 月 4 日（月） 14：30 ～ 15：30 山コミュニティセンター
港　川
大　当 2 月５日（火） 9：30 ～ 10：30 大当生活館
反　川 2 月５日（火） 11：00 ～ 12：00 反川公民館
池　間 2 月５日（火） 13：30 ～ 15：00 うどぅいし浜いこいの家
新　村 2 月 6 日（水） 9：30 ～ 10：30 新村青年会館
前　川 2 月 6 日（水） 11：00 ～ 12：00 花徳生活館
花時名 2 月 6 日（水） 13：30 ～ 15：00 花時名公民館
下久志 2 月 7 日（木） 9：30 ～ 10：30 下久志青少年館
旭ヶ丘 2 月 7 日（木） 11：00 ～ 12：00 旭ヶ丘公民館
井之川 2 月 7 日（木） 13：30 ～ 15：00 井之川公民館
神之嶺 2 月 7 日（木） 15：30 ～ 16：00 神之嶺農業研修館
諸　田 2 月 8 日（金） 9：30 ～ 11：00 諸田公民館
徳和瀬 2 月 8 日（金） 13：30 ～ 14：30 老人憩いの家
東　区 2 月 12 日（火） 9：30 ～ 11：00 東区公民館
南　区 2 月 12 日（火） 13：30 ～ 15：00 南区公民館
亀　徳 2 月 13 日（水） 9：30 ～ 11：00 亀徳地区振興センター
北　区 2 月 13 日（水） 13：30 ～ 15：00 北区公民館
南　原 2 月 13 日（水） 15：30 ～ 16：00 南原農業研修館
中　区 2 月 14 日（木） 9：30 ～ 11：00 中区生活館

尾　母 2 月 14 日（木） 13：30 ～ 14：30 尾母へき地保健福祉館

大原 1 2 月 14 日（木） 15：00 ～ 15：30 大原 1 団地集会場

大原２・白井 2 月 14 日（木） 16：00 ～ 16：30 大原 2 団地集会場

町内全域 ２月 1 日～ 3 月 15 日 8：30 ～ 17：00 役場税務課・花徳支所

税務課からの

お知らせ
平成31年度

町県民税申告受付

町県民税の申告に
ついて
平成 31 年 2 月 1 日
～平成 31 年 3 月 15 日
※土曜日・日曜日・祝日除く

町 県 民 税 の 申 告 は、
町県民税や国民健康保
険税の課税資料の基と
なるとともに、税金の
証明書の発行や、各種
手当ての受給者資格の
判定や支給額の算定等
をするための資料にな
ります。

【お問い合わせ先】

徳之島町役場　税務課

☎ 82―1111

( 内線 143）

●申告に必要なもの

①印鑑　

②給与・年金等の源泉徴収票（原本）

③事業所得者（農業・営業等）および不動産所得者は、収支に関する書類（収支内訳書・帳簿・領収書等）

④各種保険料の支払証明書（生命保険・個人年金・地震保険・国民年金等）

⑤医療費を支払った人は、病院等の領収書

⑥寄附金を支払った人は、地方公共団体等の受領証

⑦障害者控除を受けようとする人は、障害者手帳等

⑧学生の人は、学生証等
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町からのお知らせ

償却資産に関する申告書等について

●申告が必要な人
１月１日現在で徳之島町に住所があり、前年中に所得がある人は、申告の必要があります。

①営業、農業、保険外交員等の事業所得がある人
②地代、家賃等の不動産所得がある人
③給与所得者で、勤務先から町へ給与支払報告書が提出されない人
④生命保険契約等に基づく個人年金等の雑所得がある人
⑤生命保険等の満期金等の一時所得がある人
⑥国民健康保険に加入している人や、所得に関する証明書を必要とする人
⑦公的年金のみの人で、人的控除（配偶者控除・扶養控除等）や社会保険料控除等（生命保険料控除・
　医療費控除等）内容に変更がある人で、所得税の確定申告をされない人
⑧収入がなく、同一世帯の家族の控除対象になっていない人
⑨給与所得者で、給与以外の所得が２０万円以下の人は、所得税の確定申告は不要ですが、町県民税
の申告は必要です。

●申告をしなくてよい人
①所得税の確定申告をした人
②給与所得のみで、勤務先から給与支払報告書が提出されている人
③公的年金のみの人（ただし、医療費・生命保険料控除等の所得控除を受ける場合は申告が必要です。）

※　税務署から申告書類等が届いている方は、確定申告相談会場にて相談受付を行ってください。。
≪確定申告相談（大島税務署）≫

対象地区 月　　日 受付時間 会　　場

徳 之 島 町

天 城 町

伊 仙 町

２月 25 日（月） 午後１時～午後 4 時
天城町役場４階

ユイの里ホール
２月 26 日（火） 午前 9 時～午後 4 時

２月 27 日（水） 午前 9 時～正午まで

償却資産をお持ちの方には、平成 31 年１月１日現在の償却資産状況を同年１月 31 日（木）までに、
申告していただくこととなっています。（地方税法第 383 条）
◆申告していただく方

　平成 31 年１月１日現在、会社や個人で工場や商店を経営されていて、土地や家屋以外の事業用に　
供することができる資産を徳之島町に所有している法人または個人の方。
　例えば、工場の機械類、商店や事務所の備品類、アパートの附帯設備、駐車場等を所有している方　
が該当します。
　なお、償却資産の有無にかかわらず、申告書は必ず提出して下さい。

◆申告書について
　償却資産の申告書は、１２月下旬に発送予定です。お手元に申告書が届かない場合には、お手数で
すが償却資産担当まで申告書の送付をお申し付け下さい。

◆提出期限
平成 31 年１月 31 日（木）

《注意事項》
・資産の増減のない場合でも必ず申告書を提出してくださるようお願い致します。
・廃業・解散・転出等についてもその旨を備考欄に記入して申告して下さい。
・正当な理由がなく申告をしなかった場合には、地方税法第３８６条及び徳之島町税条例第 75 条の
規定により過料を科せられることがあります。
・虚偽の申告をした場合は、地方税法第３８５条の規定により罰則を科せられることがあります。
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町からのお知らせ
応募締切りは平成 31 年 2 月 28 日です

町の施設園芸研修生を募集します

気象条件に左右されにくい施設園芸農家を育成し、将来の担い手とするため、町の施設園芸研修

生を募集します。園芸作物の基本的な栽培方法や、研修品目（トマト、パッションフルーツ）の管

理作業等を学びます。平成 31 年 2 月 28 日（木）までに、農林水産課までお申込みください。

●対象者（募集定員は２名です）

・施設園芸志向者、新規就農者で、農協部会に加入できる 45 歳までの方

・研修期間終了後、徳之島町で 5 年以上営農が実施できる方

（※できなかった場合、研修期間で受け取った賃金、売り上げ金を全額返還してもらう場合があります。）

●研修場所＝徳之島町農業研修施設内（徳之島町花徳 765 番地）

●実施期間＝平成 31 年 4 月 1 日～平成 33 年 3 月 30 日　（土日祝日休み）の 2 年間

●申込み方法＝必要書類をファックスまたは郵送で農林水産課までお送りください。必要書類は町

ウェブサイトの「農業研修生募集」のページをご覧になるか、農林水産課までお問い合わせください。

農林水産課　☎ 0997-82-1111（内線 244）問

町税は、定められた納期限までに自主的に納めていただくものです。納期限内に納付されている

方との公平性を保つため、地方税法に基づき延滞金が加算されます。町税の滞納は、納税者にとっ

て不利益となるだけでなく、督促状・催告書の発送や滞納処分等に費用がかかり、この費用も納税

者の税金から支出することになります。町税を有効に活用するためにも、納期内納付にご協力くだ

さい。

※病気や失業等でやむを得ない理由で納期内納付が困難な場合は、分割による納付などがありま
すのでご相談下さい。

●口座振替日について
　口座振替をご利用の方は、右記の日程
で振替を行います。振替日の前日までに
口座の残高確認をお願いします。

収納対策課　☎ 0997-82-1111（内線 172,173）

収納対策課からのお知らせ

町税の納期内納付にご協力ください
問

今月は、町県民税（４期分）の納期月間です。納期限は平成 31 年１月 31 日（木）です。

税額 納期限後の経過日数
６０日 ９０日 １２０日 １８０日 ２４０日 ３００日 ３６０日

10,000 0 0 0 0 0 0 0
12,900 0 0 0 0 0 0 1,000
30,000 0 0 0 1,200 1,600 2,100 2,500
50,000 0 0 1,200 2,000 2,700 3,500 4,200

100,000 0 1,700 2,500 4,000 5,500 7,000 8,500
200,000 1,900 3,500 5,000 8,000 11,000 14,000 17,100

平成 31 年１月 25 日（金） ゆうちょ銀行

平成 31 年１月 28 日（月） ゆうちょ銀行以外の銀行

※
軽
自
動
車
税

　
（
乗
用
）

〈 延 滞 金 参 考 例 〉
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情報掲示板

◎
お
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

【
富
山 

三
紀
子
税
理
士
】

徳
之
島
町
亀
津
７
６
６
５

☎
０
９
９
７
―
８
３
―
０
６
１
７

【
松
永 

光
子
税
理
士
】

徳
之
島
町
亀
津
７
２
４
３

☎
０
９
９
７
―
８
３
―
１
５
１
５

【
吉
盛 

一
郎
税
理
士
】

天
城
町
大
字
平
土
野
３
４
番
４

☎
０
９
９
７
―
８
５
―
５
８
３
０

平
成
31
年
度
鹿
児
島
県
営
住
宅

空
き
家
待
ち
順
位
登
録
者
募
集

●
物
件

　

県
営
徳
之
島
団
地
・
県
営
ベ

ル
メ
ー
ル
徳
之
島
団
地

●
申
込
書
の
配
布
・
受
付

平
成
31
年
２
月
１
日
（
金
）　

～
２
月
28
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
※
土
日
祝
祭
日
を
除
く

●
抽
選
日

　

平
成
31
年
３
月
８
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら
大
島
支
庁
徳

之
島
事
務
所
小
会
議
室

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
大
島
支
庁

徳
之
島
事
務
所
総
務
課

☎
０
９
９
７
―
８
２
―
１
３
３
３

無
料
法
律
相
談
（
鹿
児
島
大

学
司
法
政
策
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
）
の
実
施
に
つ
い
て

鹿
児
島
大
学
司
法
政
策
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
１
日

５
件
ま
で
の
予
約
制
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
事
前
に
ご
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
相
談
会
は
学
生
等
の
実

習
を
兼
ね
て
実
施
さ
れ
、
弁
護

士
の
ほ
か
教
員
・
学
生
が
同
席

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
回
答

は
担
当
弁
護
士
が
責
任
を
持
っ

て
行
い
、
守
秘
義
務
も
守
ら
れ

ま
す
。

●
日
に
ち
＝
２
月
９
日
（
土
）

及
び
２
月
10
日
（
日
）　　
　
　
　

●
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分

●
場
所
＝
徳
之
島
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
２
階 
研
修
室

◎
お
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

＝
鹿
児
島
大
学
司
法
政
策
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
担
当
：

石
問
伏
・
竹
下
）
☎
０
９
９

―
２
８
５
―
７
５
６
９
、
又

は
☎
０
９
９
―
２
８
５
―

３
９
０
５

確
定
申
告
相
談
会（
税
務
支
援
）

の
お
知
ら
せ

税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。
事
前
に

お
電
話
に
て
各
税
理
士
へ
相
談

日
時
を
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
平
成
31
年
２
月
４

日
（
月
）
～
２
月
27
日
（
水
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
正
午
、
午
後

１
時
か
ら
４
時
（
土
日
祝
日

を
除
き
ま
す
。）

●
場
所
＝
各
税
理
士
事
務
所

●
相
談
内
容
＝
所
得
税
及
び
個

人
の
消
費
税
に
関
す
る
相
談

●
対
象
者
＝
給
与
所
得
者
、
年

金
所
得
者
、
小
規
模
事
業
者

（
事
業
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、

平
成
29
年
分
所
得
金
額
〈
専

従
者
控
除
前
ま
た
は
青
色
特

別
控
除
前
〉
が
３
０
０
万
以

下
で
、
税
理
士
の
関
与
の
な

い
事
業
者
）

※
た
だ
し
、
譲
渡
所
得
・
贈
与

な
ど
が
あ
る
方
、
そ
の
他
複

雑
な
事
案
に
つ
い
て
は
除
き

ま
す
。

●
料
金
＝
税
務
相
談
（
30
分
程

度
）に
つ
い
て
は
無
料
で
す
。

申
告
書
の
作
成
に
つ
い
て
は

有
料
と
な
り
ま
す
の
で
電
話

予
約
の
際
に
税
理
士
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
に
せ
税
理
士
行
為
に
つ
い
て

税
理
士
の
資
格
が
な
い
人
が

税
務
代
理
や
税
務
書
類
の
作
成

や
税
務
相
談
を
す
る
こ
と
（
に

せ
税
理
士
行
為
）
は
税
理
士
法

で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
に
せ
税
理
士
は
法
律
に

反
す
る
だ
け
で
な
く
、
相
談
者

自
身
が
大
き
な
被
害
を
受
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
十
分
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

「
名
瀬
審
査
室
開
庁
予
定
日
（
平
成
31
年
）」
の
ご
案
内

○
日
本
に
お
住
ま
い
の
外
国
人
の
方
の
在
留
諸
手
続
の
た
め
左
記

の
日
程
で
名
瀬
審
査
室
が
開
庁
さ
れ
ま
す
。

○
天
候
に
よ
っ
て
は
、開
庁
日
ま
た
は
開
庁
す
る
時
間
帯
が
急
き
ょ

変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
状
況
に
応
じ
て
左
記
連

絡
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
各
種
申
請
手
続
き
及
び
必
要
な
資

料
等
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
鹿
児
島
出
張
所
は
平
成
31
年
５
月
移
転
予
定
で
す
。
移
転
先
は

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

開設
時間

第１日目
午後２時～
５時 30 分

第２日目
午前９時～
正午

１月 ７日（月） ８日（火）
２月 12 日（火） 13 日（水）
３月 11 日（月） 12 日（火）
４月 ８日（月） ９日（火）
５月 13 日（月） 14 日（火）
６月 10 日（月） 11 日（火）
７月 ８日（月） ９日（火）
８月 ５日（月） ６日（火）
９月 ９日（月） 10 日（火）
10 月 ７日（月） ８日（火）
11 月 11 日（月） 12 日（火）
12 月 ９日（月） 10 日（火）

連絡先：福岡入国管理局鹿児島出張所
☎０９９－２２２－５６５８
照会時間：午前８時 30 分～
午後５時 15 分（土・日・祝日を除く）
※名瀬審査室に電話は設置されていません。
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「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」

で
相
続
手
続
を
応
援
し
ま
す

相
続
手
続
で
は
、
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
の
戸
籍
謄
本

等
の
束
を
相
続
手
続
を
取
り
扱

う
各
種
窓
口
に
何
度
も
出
し
直

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
法
定
相

続
情
報
証
明
制
度
は
、
登
記
所

（
法
務
局
）
に
戸
籍
謄
本
等
の

束
と
相
続
関
係
を
一
覧
に
表
し

た
図（
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
）

を
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

登
記
官
が
そ
の
一
覧
図
に
認
証

文
を
付
し
た
写
し
を
無
料
で
必

要
な
通
数
を
交
付
す
る
制
度
で

す
。
こ
の
写
し
を
御
利
用
い
た

だ
く
こ
と
で
、
相
続
に
関
す
る

各
種
手
続
に
戸
籍
謄
本
等
の
束

を
何
度
も
出
し
直
す
必
要
が
な

く
な
り
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
制
度
の
詳
細
は
、
法

務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
最
寄
の

法
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
地

方
法
務
局
奄
美
支
局

☎
０
９
９
７
―
５
２
―
０
３
７
６

調
理
師
の
皆
様
へ
（
調
理
師

業
務
従
事
者
届
に
つ
い
て
）

調
理
師
の
資
質
向
上
を
目

的
と
す
る
研
修
事
業
等
を
円

滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
調

理
師
法
に
基
づ
き
２
年
に
１

度
「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

●
届
出
の
必
要
な
方

調
理
師
免
許
を
持
っ
て
い

る
方
で
、
平
成
30
年
12
月
31

日
現
在
に
お
い
て
、
鹿
児
島

県
内
の
寄
宿
舎
、
学
校
、
病

院
、事
業
所
、社
会
福
祉
施
設
、

介
護
老
人
保
健
施
設
、
矯
正

施
設
、
飲
食
店
、
そ
の
他
多

人
数
に
飲
食
物
を
提
供
し
て

い
る
施
設
、
魚
介
類
販
売
業
、

そ
う
ざ
い
製
造
業
等
で
調
理

業
務
に
従
事
し
て
い
る
調
理

師
の
方
々
で
す
。

●
提
出
期
限

　

平
成
31
年
１
月
15
日
（
火
）

●
提
出
書
類
様
式

様
式
は
県
庁
健
康
増
進
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
鹿
児
島

県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
き
、

「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
」
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

徳
之
島
保
健
所
、
徳
之
島
町

保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。

●
提
出
先

徳
之
島
保
健
所
（
※
徳
之

島
島
内
で
調
理
業
務
に
従

事
し
て
い
る
方
）

●
提
出
方
法

・
郵
送
（
〒
８
９
１
―

７
１
０
１　

大
島
郡
徳
之

島
町
亀
津
４
９
４
３
―
２
）

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
９
７
―　

８
３
―
２
５
３
５
）

・
メ
ー
ル
（tokunoshim

a-

kenzou@
pref.kagoshim

a.

lg.jp

）

・
直
接
持
参
（
※
土
日
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
。）

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
徳
之
島

保
健
所　

☎
０
９
９
７
―

８
２
―
０
１
４
９

平
成
30
年
分
確
定
申
告
の
期
限

内
納
付
と
振
替
期
日
に
つ
い
て

【
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
】

●
納
付
期
限

　

平
成
31
年
３
月
15
日
（
金
）

●
振
替
納
税
の
場
合
の
振
替
日

平
成
31
年
４
月
22
日
（
月
）

【
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税（
個

人
事
業
者
）】

●
納
付
期
限

　

平
成
31
年
４
月
１
日
（
月
）

●
振
替
納
税
の
場
合
の
振
替
日

平
成
31
年
４
月
24
日
（
水
）

納
税
は
お
近
く
の
金
融
機
関

（
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
）
や

税
務
署
の
窓
口
で
受
付
け
て
い

ま
す
が
、
申
告
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
並
び
に
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）
の
納
税
は
、
金
融
機
関
の

預
貯
金
口
座
か
ら
引
き
落
と
し

と
な
る
振
替
納
税
が
大
変
便
利

で
す
。是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
大
島
税
務

署　

☎
０
９
９
７
―
５
２
―

４
３
２
１
※
自
動
音
声
案
内

らんまん ウォーキング

※高齢者元気度アップポイント事業の対象イベントとなります。
　参加者には、先着 200 名様に記念グッズをプレゼント！

世 界 自 然 遺 産 奄 美 ト レ イ ル 開 通 式 ＆

◇日　時　平成３1 年１月２7 日（日）午前９時～１２時　（集合場所：自由広場）
◇コース　①総合運動公園遊歩道（約２km）②トレイルコース（約４km）

【お問い合わせ】徳之島町教育委員会 社会教育課　TEL：０９９７－８２－２９０４

　　　　　　　　　　　　  徳之島町地域営業課    TEL：０９９７－８3 －４111
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11
月
26
日
に
町
民
会
議
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の

最
終
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
今
回
の
受
賞
作
品
や
結
果
の
詳
細
等

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
だ
よ
り

校区賞 町民会議
会長賞

受　

賞　

部　

門

山  

校 

区 

賞

花
徳
校
区
賞

母
間
校
区
賞

神
嶺
校
区
賞

亀
徳
校
区
賞

東　

区　

賞

中　

区　

賞

北　

区　

賞

南　

区　

賞

尾
母
校
区
賞

中
学
生
の
部

小
学
４
～
６
年
生
の
部

小
学
１
～
３
年
生
の
部

山
小

東
天
城
中

母
間
小

神
之
嶺
小

亀
津
中

亀
津
中

亀
津
中

亀
津
小

亀
津
小

尾
母
小

亀
津
中

亀
津
小

亀
津
小

学　

校

１
年

３
年

３
年

１
年

２
年

２
年

２
年

１
年

５
年

２
年

１
年

６
年

３
年

学
年

松
村　

知
香

岡
元　

夢
貴

津
川　

和
久

内　

彩
花

髙
山　

美
優

中
島　

愛
花

平　

一
愛

萩
原　

大
和

柳　

明
佳

勝　

莉
凰

近
藤　

瑛
奈

久
保　

妃
可

柳　

明
仁

氏　

名

青少年育成町民会議第一回絵画コンクール 結果〈テーマ：歩いて登校〉

「歩いて登校楽しいな」
亀津小 3 年 柳 明仁

「おばちゃん元気に行って来ます」
亀津小 6 年 久保 妃可

「Are you ready?」
亀津中１年 近藤 瑛奈

自然環境保全のため、 通行規制にご協力ください。
　世界自然遺産登録を目指す徳之島では、遺産登録を

きっかけとして観光客が増加することが予想されてい

ます。その中でも、希少な動植物が数多く観察できる

林道山クビリ線山－花徳間（以下、同区間）においては、

観光客の増加による車両事故や、ハブ・蜂などによる

被害が発生する恐れがあります。また、希少野生動物

の殺傷や、振動・光等による生息環境の悪化、希少野

生植物の損傷等が懸念されています。

　このため、国・県・徳之島町・土地所有者・民間団

体等で構成する「徳之島利用適正化連絡会議」では、

世界自然遺産の登録前に同区間での通行規制等の利用

ルールを定め、自然環境保全を図ることとしました。

　2019 年夏以降、同区間を通行する場合は、奄美群島

認定エコツアーガイドの同行が原則必要となります。

規制の趣旨をご理解いただき、皆様のご協力をお願い

いたします。※ 2019 年１月現在、同区間は昨年夏の大雨による土砂崩れのため通行止めと

なっています。大変危険ですので、同区間の利用はお控えください。

　早寝・早起き・朝ごはんのしっかりとした生活習慣を身に
つけ「歩いて登校」する子どもは、授業中の集中力も持続し、
体力も学力も高いといわれています。保護者の力を借りずに、
自分の力で歩いて登校しましょう！
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図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『マイペースで働く！自宅でひとり
起業仕事図鑑』

滝岡　幸子／著〔実用書〕

雑貨のネットショップ、盆栽作家、
カウンセラー、占い師、子ども英
会話教室、移動販売、ケーキ店…。
人気の定番から個性派まで、「ひと
りで」「自宅で」できる 87 の仕事
と 10 人の実例を紹介する。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『GONZALES IN NEW YORK』

丸山ゴンザレス／著

ウエストサイドの地下に住む娼婦、
ドラッグの遊び方、中国人店主が
いれる不味いコーヒー、幅 10 セン
チの駐車場…。国内外の裏社会や
危険地帯の取材を続けるジャーナ
リストが、“ 憧れの街 ” ニューヨー
クの裏側を伝える。

『どうぶつのかおならべてみた！』

高岡昌江／文　かしわらあきお／絵
今泉忠明／監修〔児童書〕

同じ種類の動物の顔を、ページいっ
ぱいに掲載。くらべて楽しむ遊び
を通して、動物の生態や種類の見
分け方が理解できるようになる、
新しいスタイルの写真図鑑。

『冷たい檻』

井岡　瞬／著〔小説〕

村の駐在所から失踪した警官の行方
を追う、後任の警官と調査官。彼ら
は、過去に発生した事件や事故が、
村に存在する大型複合福祉医療施設
に関係していることに気付き…。

『ひょっこりはんをさがせ！』

ひょっこりはん／著〔絵本〕

富士山、サグラダファミリア、マ
チュピチュ、イースター島…。世
界遺産めぐりの旅に出たお笑い芸
人・ひょっこりはんを探す、楽し
い探し絵本。

○返却ポスト回収予定日

　阿田野平住宅 （1/5 ・ 23）、 花徳支所 （1/11・27）

お知らせ

○あかちゃんおはなし会　1/6（日）午後 2 時 30 分～

○毎月のおはなし会　1/12（土）午後 2 時 30 分～

○朗読サークルいきゅん Do おはなし会

　1/26 （土）午後 2 時 30 分～

○図書特別整理期間　2/18（月）～ 3/1（金）
図書館の全図書資料の点検 ・ 整理を行うため、 休

館します。 まだ返していない本があれば、 早めにご返却

お願いいたします

【2019 年１月より実施】徳之島３町のどこの
図書館からでも本の返却が可能になります。

徳之島町立図書館

天城町立図書館 伊仙町図書館

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

の図書館展示１月
・ イノシシの本

・ 冬いろいろ

・ いざ ! 新書 !

・ １月作家

・ 白い小説

・ “シンプル is Best”

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時
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【
日
に
ち
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１
月
21
日
（
月
）

【
時　

間
】
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～
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時
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所
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町
保
健
セ
ン
タ
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＊
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【
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○
歯
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相
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○
母
子
手
帳
交
付

徳之島町保健センター　電話 :0997-83-3121

７名の町食生活改善推進員が永年表彰

歯
の
健
康
標
語
表
彰

毎
年
６
月
の
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

に
、
町
内
の
小
中
学
生
よ
り
歯
の
健
康

標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
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作
品
の
中
か
ら
、
最
優

秀
賞
に
母
間
小
学
校
４
年
生
の
泰
山　

千
風
さ
ん
の
標
語
が
選
ば
れ
、
11
月
11

日
に
開
催
さ
れ
た
食
と
農
林
漁
業
の
祭

典
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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最
優
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賞

母
間
小
学
校
４
年

泰
山　

千
風

鹿児島県食生活改善推進員連絡協議会「設立 50 周年記念式典」が平成 30 年 11 月 23 日、鹿児島
市民文化ホールで行われ、本町の推進員７名が永年表彰を受けました。７名の方は地域の食生活改善
推進のため 40 年以上にわたりボランティア活動にご尽力され、多大な貢献をされました。

【受賞者】（写真左から）眞形 重子さん（亀徳）、松田 ひろ子さん（徳和瀬）、原 節子さん（亀徳）、中野 高子さん（母間）
重久 シズエさん（徳和瀬）、當 英子さん（南区）　※吉田 サエミさん（母間）（※表彰伝達式はご欠席されています。）

町保健センターで 12 月 13 日に表彰伝達式を行いました。
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7 月 3 日、東中・母間小・花徳小の校外指導
連絡協議会の後、青少年育成町民会議の話し
合いを行いました。7 月 15 日の海の日には海
岸清掃を実施。母間は 4 集落全てが海に面し
ているため、集落ごとに海岸清掃を分担。各
集落とも綺麗な海岸となりました。毎月第３
日曜日のボランティア清掃では主に県道沿い
のゴミ拾いを行い、「いつもキレイな母間集落」
を目指して頑張っています。

きゅらしま
むうるし

大作戦！
～青少年育成町民会議・ボランティア清掃活動～

母
間

以前は食堂を 21 年間経営し、現在は夫婦での旅館経営が 22 年
目になる常山廣一さん。常山さんの日課は、自宅から港までの道
を歩いてのゴミ拾い。ほぼ毎日１時間ほど、時には雨の中で清掃
活動をされています。この数年でゴミはだいぶ減ってきているそ
うですが、まだまだタバコの箱や吸い殻、犬の糞などが多いそう。
「ポイ捨てをしない。ゴミを拾う。そういう地域の大人の姿を見
せることで、子ども達の成長につながっていけばいいのかな」と
話す常山さん。今後もお体に気をつけて、地域の為、子ども達の
為にがんばってください。

わっきゃまちの
きまいたりっちゅ

常山  廣一さん
南区（69 歳）


